
入院患者面会規定 
1. 目的 

本規定は、入院中の患者と家族等との面会が、患者の療養生活の質の向上及び尊厳の保持、並びに円滑な

退院支援を図るため、当院における面会に関する基本事項を定めることを目的とする。 

 

2. 基本方針 

当院は、患者と家族等との交流が患者の療養生活において重要であることを踏まえ、感染対策その他療養

上必要な場合を除き、面会を過度に制限しないことを基本方針とする。 

 

3. 面会時間・面会人数及び回数 

面会時間は原則として次の時間帯とする。 

【３階病棟・４階病棟】 

 平日・土曜日 15：00～17：00 ※日曜・祝日は面会できません。 

 面会時間上限 30 分 

 １日につき２名までのご家族（中学生以上） 

 

【緩和ケア病棟】 

 10：00～20：00 （曜日制限はありません） 

 １回につき４名まで（それ以上の人数になる場合は要相談） 

※血縁・続柄は問いません。 

 ペットの面会可能です（犬・猫・ウサギ以外は要相談） 

※必ず事前に申告してください。 

 

4. 面会場所 

 デイルーム 

 病室 

 

5. 面会手順 

面会は次の手順で行うものとする。 

  《平日》 

① 各病棟ナースステーションで問診票を記載する。 

② 面会開始時間の確認を行う。 

③ 面会者は帰宅時、ナースステーションへ声をかけていただき、帰宅時間を確認する。 

《日曜・祝日・時間外》※緩和ケア病棟または全病棟緊急時 

① 休日・夜間出入口から入っていただき、守衛に面会のお申し出ください。 

② 病棟との確認終了後、各病棟ナースステーションで問診表を記載する。 

③ 面会者は帰宅時、ナースステーションへ声をかけていただき、帰宅時間を確認する。 

④ 休日・夜間出入口からお帰りいただく。 

 

 



6. 面会制限 

 面会制限は、感染対策その他正当な理由により必要であると判断された場合に限り、必要最小限の範

囲で実施する。 

 面会制限を行うことができる場合は、院内または地域における感染症の拡大、職員の罹患等による面

会対応困難、患者本人の医学的理由その他患者及び面会者の安全確保のため必要がある場合とする。 

 業務上の都合、慣例、対応の煩雑さなどを理由として、面会を一律に制限し、又は拒否してはならな

い。 

 

7. 面会制限の決定、周知及び解除 

 病院全体又は病棟全体に及ぶ面会制限は、感染防止対策部門、感染対策委員会又は ICT 等において

必要性を検討し、病院⾧又は病院⾧が指定する責任者の承認を得て決定する。 

 面会制限を実施する場合は、制限の理由、対象範囲、内容及び期間の見込みについて、患者及び家族

等に周知する。 

 緊急に面会制限を開始する必要がある場合は、必要最小限の制限を先行して実施し、制限開始後速や

かに患者及び家族等に周知する。 

 制限期間中は、感染症の流行状況及び院内の感染状況等に応じて、制限の継続要否を定期的に再評価

し、制限を継続する必要がなくなった場合は速やかに解除又は緩和し、患者及び家族等に周知する。 

 

8. 制限下における面会機会の確保 

面会制限を実施している期間においても、短時間、少人数での個別面会、電話又はオンラインによる面会

等可能な限り講じる。また、終末期、危篤な状態、意思決定支援等のため面会が必要な場合は感染対策に

配慮しつつ、個別に面会方法を調整する。 

 

9. 面会者の遵守事項 

 発熱や鼻水、咳等の感冒症状がないことを確認し問診票に記載してください。 

 院内では手指衛生、マスク着用等の感染対策に協力する。 

 病棟、病室内では静穏に努める。 

 病室内での飲食はご遠慮いただく。 

 日曜・祝日・夜間の荷物の受け渡し対応は行っていませんが、緊急の場合は、休日・夜間出入口で守

衛に申し出ていただき、確認の上病棟での対応とする。 

 

10. 規定の周知 

本規定は各病棟及び外来の見やすい場所に掲示するほか、当院ホームページに掲載し、患者及び家族等に

周知する。 

 

11. 規定の見直し 

本規定は、医療情勢、診療報酬改定の動向又は院内感染状況等に応じ、定期的に見直しを行うものとする。 

 

 

本規定は、2026 年 6 月 1 日より施行する。 

 

社会医療法人 札幌清田病院 病院⾧ 


